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令和４年３月18日  

報道関係各位 

紀州田辺うめ振興協議会  

 

梅ポリフェノールが 

新型コロナウイルスに対して阻害効果を持つことが明らかに 

 

 大阪医科薬科大学（所在：大阪府高槻市、学長：佐野浩一）医学部 微生物学教室の中野隆史教授と鈴木陽一講

師らの研究グループは、紀州田辺うめ振興協議会（田辺市・ＪＡ紀南）との受託研究において、梅ポリフェノール

が新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対して阻害効果を持つことを明らかにしました。 

 

 

【研究のポイント】 

◎梅の主要な機能性成分の一つであるフェノール化合物には、これまで様々なウイルスに対して、不活化作用や

複製阻害作用を示すことが報告されてきました。 

◎このフェノール化合物は梅干し製造時の副産物である梅酢から工業的に調製することが出来ます（梅ポリフ

ェノールまたは梅酢ポリフェノール（略称：UP）と呼びます）。 

◎紀州田辺うめ振興協議会は和歌山大学、和歌山県立医科大学の研究グループと共同で、令和3年2月、UPを

大阪医科薬科大学医学部微生物学教室の中野隆史教授、鈴木陽一講師らの研究グループに提供しました。 

◎令和4年2月までに同研究グループは、新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)に関与する新型コロナウイル

ス（SARS-CoV-2）に対して、UPが不活化作用や複製阻害作用を示すことを明らかにしました。 

 

 

【概 要】 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2、大阪医科薬科大学で分離されたOMC-510株を使用）にUPを0.1 mg/mLの

濃度で処理することにより、ウイルスの感染性が98％以上減少することが示されました（「Ａ．ウイルス不活化

試験」参照）。また、1 mg/mL濃度のUP存在下で、2日間における培養細胞中のSARS-CoV-2の複製を65%以上減

少させることが示されました（「Ｂ．ウイルス複製阻害試験」参照）。以上の結果より、UPはSARS-CoV-2に対し

て阻害効果を持つことが明らかとなりました。 

 

Ａ．ウイルス不活化試験 ※１ 

①方法 

新型コロナウイルス溶液と各種濃度のUP溶液（10 〜 0.001 mg/mL濃度、0.2 M アルギニン ※２ , pH5にて調

製）を混合し、室温で5分間処理しました。UP無添加区としては、0.2 Mアルギニン溶液のみを用いました。こ

れらをVero E6/TMPRSS2細胞に接種し、3日間培養して、残存したウイルス数をプラークアッセイ法 ※３ で調べ

ました。 
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②結果 

UP無添加区でウイルスが形成したプラーク数を100%とした場合、0.1 mg/mL濃度のUP溶液で処理したウイルス

溶液では、形成されるプラーク数が1.7%まで減少していました。また、0.01 mg/mL濃度のUP溶液で処理したウ

イルスでも、プラーク形成能力は50%以上減少していました（図1）。このことから、UPは低濃度でSARS-CoV-2

の感染性を不活化する効果を持つことが明らかとなりました。 

   

※１ 「ウイルス不活化試験」とはウイルスとUP溶液を混合し、その後、ウイルスが生き残っているかどうか

を細胞培養で調べる試験で、いわばUPの殺ウイルス作用（消毒作用）を調べる試験です。 

 

※２ 培養系で抗ウイルス作用を調べる場合、培地に添加する血清タンパク質が UP と結合して UP の作用を妨

害することが知られております。アルギニンはUPとタンパク質との結合を防ぐために用いており、アル

ギニンを添加してアッセイを行っております。アルギニンそのものは、抗ウイルス作用を示さないこと

が明らかになっております。 

 

※３ 「プラークアッセイ法」とは、ウイルスが細胞を殺す性質を利用して、感染により死んだ細胞の集まり（プ

ラーク）を数えることで感染力のあるウイルス量を測定する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１. 梅ポリフェノールのSARS-CoV-2不活化効果 

 

 

Ｂ．ウイルス複製阻害試験 ※４ 

①方法 

新型コロナウイルスをVero E6/TMPRSS2細胞に接種し、2時間培養後、各種濃度のUP溶液（10 〜 0.001 mg/mL

濃度、0.2 M アルギニン, pH5にて調製）を含む培地と交換して培養しました。なおUP無添加区としては、0.2 

Mアルギニン溶液を含む培地を用いました。感染から2日後に、培養液中に含まれる感染性ウイルスの量を、プ

ラークアッセイ法を用いて測定しました。 
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②結果 

比較対照処理区の感染細胞培養液に含まれる感染性ウイルスの量と比較すると、1 mg/mL濃度のUP溶液を添加

した感染細胞の培養液に含まれるウイルス量は65%以上減少していました。また、0.1 mg/mL濃度のUP溶液を添

加した感染細胞においても、ウイルス量は 20%減少していました（図２）。このことから、UP は、2 日間培養し

た細胞でのSARS-CoV-2の複製を抑えることが示されました。 

 

※４ 「ウイルス複製阻害試験」はウイルスを細胞に感染させた後、その培養にUPを添加して、細胞内のウイ

ルスが増殖するかどうかを調べる試験です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

図２. 梅ポリフェノールのSARS-CoV-2複製阻害効果 

 

 

【背 景】 

 「梅はその日の難逃れ」と言うことわざがありますように、梅は古くから健康に良い食物とされてきました。 

紀州田辺うめ振興協議会では、「梅が健康に良い」ということを科学的・医学的に検証することを目的に、平成

22年度より大学等と連携しながら梅の機能性研究に取り組み始めました。平成24年度からは梅ポリフェノール

の研究に着手し、現在も、和歌山大学食農総合研究教育センターの三谷隆彦客員教授と教育学部山本奈美教授の

研究グループおよび和歌山県立医科大学医学部小山一博士と同大学看護学部池田敬子准教授の研究グループと

共同研究を進めております。 

 これまでの研究では、和歌山大学の研究グループが、梅酢からのUPの製造法と化学分析を行いました。また、

様々な薬理実験で、UPには抗肥満、血糖値上昇抑制、降血圧作用、骨粗鬆症予防、抗疲労作用、抗菌作用などの

作用があることを明らかにしています。UP は化学的にはヒドロキシ桂皮酸と言うグループに属し、カフェ酸、

p-クマル酸、フェルラ酸などが、糖や有機酸と結合した構造を持ち、大豆のイソフラボンや、ブルーベリーのア

ントシアニンとは異なったグループに属するフェノール化合物であります。 

 和歌山県立医科大学の研究グループは、UPが様々なDNAウイルス（ヘルペスウイルス、他）、RNAウイルス（イ

ンフルエンザウイルス、他）に対して、不活化作用や複製阻害作用を示すことを報告してきました。また、先に
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カフェ酸が単独でヘルペスウイルスやインフルエンザウイルスに対して抗ウイルス作用があることを報告して

おります。 

 このような背景から、現在猖獗を極めている新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）にUPが何らかの効果がある

のではないかと考え、ウイルス学研究に優れた業績を持つ大阪医科薬科大学医学部微生物学教室の中野隆史教

授、鈴木陽一講師らの研究グループに、令和3年2月からUPを提供致しました。同研究グループは大学内の物

理的封じ込め施設（P3）内で、アッセイシステムを確立し、令和4年2月までにUPの効果を確認するに至りま

した。 

 

 

【今後の見通し】 

・UP の抗ウイルス作用に関する特許はすでに取得しております（特許第6049533 号「抗ウイルス剤及びこれを

含む医薬品等」）。 

・UP の各種ウイルスに対する実験室レベルの報告に加え、インフルエンザウイルスに対する効果は臨床試験で

も明らかになっております。今回新型コロナウイルスに対してもその機能性が明らかになり、梅を食する習慣

が私たちの生活に重要であることが示唆されました。 

・UP は安全性試験により安全性に優れていることが明らかになっており、各種加工食品、アルコール消毒薬な

どへの利用が期待されます。 

・梅の貴重な成分であるUPには生活習慣病に対する機能性も見込まれ、近い将来に機能性表示食品としての開

発が期待できます。 
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お問合せ先 

田辺市役所 農林水産部 農業振興課 梅振興室 

（紀州田辺うめ振興協議会事務局） 

ＴＥＬ：０７３９－２６－９９５９ 

E-mail：ume@city.tanabe.lg.jp 

 

 


